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《参加者募集》

＝
少
年
少
女
夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
＝ 

　
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と
一
緒
に 

夏
休
み
ワ
ク
ワ
ク
体
験 

 

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
と
一
緒
に
ゲ
ー
ム

や
ク
ラ
フ
ト
作
り
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
夏
休
み
の
ひ
と
時
を
み
ん
な
で

楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

《参加者募集》

＝
地
元
再
発
見
＝　

地
元
の
素
材
を
使
っ
た
工
作
教
室　

 

鼻
高
の
竹
で
風
鈴
を
作
る 

～
風
情
あ
る
竹
風
鈴
の
音
色
を
楽
し
む
～

地
元
の
竹
林
で
切
り
出
し
た
竹
を
材
料
に
、
公
民
館
で
風
鈴

に
加
工
し
ま
す
。 

ガ
ラ
ス
の
風
鈴
の
澄
ん
だ
音
色
よ
り
青
竹
の
風
鈴
は
落
ち
着

い
た
音
が
多
く
、
竹
林
を
吹
き
抜
け
る
風
や
里
山
風
景
を
思
わ

せ
る
風
情
が
あ
り
ま
す
。 

ぜ
ひ
一
緒
に
作
っ
て
音
色
を
楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。見本は公民館に

あります。

【
期
日
】
令
和
８
年
７
月

日(

木) 

３０

【
時
間
】
午
前

時
～
正
午 

１０

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館
・
２
階
講
義
室

他 

【
対
象
】
小
学
校
児
童
１
年
生
～
６
年

生
（
保
護
者
同
伴
も
可
） 

【
定
員
】

人
程
度 

３０

【
費
用
】
無
料 

【
服
装
及
び
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服

装
、
上
履
き
、
水
分
補
給
の
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
ハ
ン
カ
チ
等
。、 

【
期
日
】
令
和
８
月
７
月

日(

水
） 

２９

【
時
間
】
午
前

時
～
正
午 

１０

【
場
所
】
鼻
高
公
民
館
・
２
階
講
義
室 

【
対
象
】
鼻
高
地
区
の
成
人
、

人 

１２

【
費
用
】
２
０
０
円
（
タ
コ
糸
、
金
属
の

重
り
等
） 

【
持
ち
物
】
軍
手
、
糸
切
り
ハ
サ
ミ 

【
指
導
者
】
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
隊
員 

【
申
込
み
】
７
月
１
日
（
水
）
午
前
９

時
か
ら
鼻
高
公
民
館
で
受
け
付
ま 

す
。（
電
話
申
し
込
み
可　

℡
３
２

２
・.

９
１
０
０
。
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
） 

【
講
師
】
地
域
指
導
者 

【
申
し
込
み
】
７
月
１
日
（
水
）
、
午
前 

　

９
時
か
ら
鼻
高
公
民
館
で
受
け
付
け

ま
す
。
費
用
を
添
え
て
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
） 

【
主
催
】
高
崎
市
鼻
高
公
民
館 

ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト 

暑
い
時
期
に
公
共
施
設
な
ど
で
涼
し
く
過
ご
し
て
い
た 

だ
く
「
ぐ
ん
ま
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト
」
に
鼻
高
公
民 

館
を
登
録
し
ま
し
た
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

７
月
の
休
館
日 

　

７
月

日
（
月
）
海
の
日

２０

http://takasaki.manabi365.net/


                 　

永
禄
９
年
（
１
５
６
６
）
に
箕

輪
城
攻
防
戦
は
最
終
局
面
を
迎

え
ま
す
。 

　

こ
の
年
の
８
月
に
い
よ
い
よ
武

田
信
玄
は
、
上
信
越
国
境
の
余
地

峠
（
下
仁
田
）
を
２
万
の
軍
勢
で

超
え
、
箕
輪
城
が
一
望
で
き
る
鼻

高
村
の
高
台
「
鼻
高
砦
（
現
福
泉

寺
）
」
に
本
陣
を
置
き
箕
輪
城
と

対
峙
し
た
の
で
し
た
。 

　

現
在
我
々
の
住
ん
で
い
る
鼻 

高
は
、
こ
の
時
ま
さ
に
戦
場
だ
っ 

               

た
の
で
す
。
こ
れ
を
迎
え
撃
つ
長

野
勢
は
１
５
０
０
騎
に
過
ぎ
ず
、

戦
力
の
差
は
歴
然
で
し
た
。
９
月

に
若
田
ケ
原
で
幾
度
か
の
交
戦

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
武
田
勢
の

優
勢
は
明
ら
か
で
既
に
箕
輪
勢

の
実
働
兵
力
は
２
０
０
騎
程
度

に
な
っ
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。 

　

長
野
業
盛
（
な
り
も
り
）
は
業

政
（
な
り
ま
さ
）
の
遺
訓
ど
お
り
、

降
伏
せ
ず
若
田
ケ
原
で
最
後
の

決
戦
に
挑
む
の
で
す
が
勝
敗
は

明
白
で
し
た
。
城
に
戻
っ
た
業
盛

は
城
に
火
を
放
ち
城
中
で
自
刃

す
る
の
で
し
た
。
こ
の
時
の
光
景

は
「
秀
麗
榛
名
の
山
容
を
紫
に
染

め
て　

中
央
の
榛
名
富
士
の
山

頂
に
紫
雲
が
た
な
び
い
て
い
た
」

と
の
こ
と
で
し
た
。 

　

武
田
信
玄
は
、
こ
の
西
上
州
侵

攻
が
済
む
と
一
転
し
て
鉾
先
を

京
に
向
け
ま
す
。
６
年
後
の
元
亀

３
年
（
１
５
７
２
）

月
に
遠
江

１２

（
静
岡
県
）
三
方
ケ
原
で
徳
川
・

織
田
連
合
軍
に
は
大
勝
は
す
る

の
で
す
が
、
翌
年
４
月
に
京
都
を

目
前
に
し
な
が
ら
遠
征
先
で
病

死
す
る
の
で
し
た
。
後
を
継
い
だ

武
田
勝
頼
（
か
つ
よ
り
）
は
天
正

３
年
（
１
５
７
５
）
長
篠
の
戦
い

で
大
敗
し
、
つ
い
に
天
正

年
１０

（
１
５
８
２
）
に
天
目
山
で
自
害

し
、
名
門
武
田
家
は
滅
亡
す
る
の

で
し
た
。 

        　

 

  

箕
輪
城
攻
防
戦
の
中
で
興
味

深
い
話
も
あ
り
ま
す
。
箕
輪
長
野

氏
に
仕
え
て
い
た
上
州

槍
の

１６

一
人
に
剣
聖
と
称
え
ら
れ
た
上
泉

信
綱
（
の
ぶ
つ
な
）
が
居
ま
す
。 

箕
輪
落
城
後
に
武
田
氏
か
ら
仕

官
の
要
請
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
応
ぜ
ず
西
国
へ
流
れ
て
４
年

後
の
元
亀
元
年
（
１
５
７
０
）
に

上
泉
新
陰
流
の
剣
法
を
創
設
し

た
の
で
し
た
。
こ
の
上
泉
新
陰
流

の
門
下
か
ら
柳
生
宗
厳
（
や
ぎ
ゅ

う
む
ね
よ
し
）
な
ど
が
輩
出
し
、

そ
の
子
の
柳
生
宗
矩
（
む
ね
の
り
）

は
、
柳
生
新
陰
流
の
始
祖
と
し
て

徳
川
幕
府
の
兵
法
指
南
役
と
な

り
代
々
そ
の
地
位
を
継
承
し
権

勢
を
振
る
っ
た
の
で
し
た
。 

  　

 

武
田
信
玄
の
跡
取
り
勝
頼
で

す
が
、
初
陣
で
あ
っ
た
こ
の
箕
輪

城
攻
防
戦
で
討
ち
死
に
し
て
い

た
か
も
し
れ
な
い
の
で
す
。
「
関

八
州
古
戦
録
」
の
中
に
こ
ん
な
記

述
が
あ
り
ま
す
。
『
長
野
業
盛
の 

腹
心
で
あ
っ
た
藤
井
豊
後
守
正

保
は
、
榛
名
方
面
を
見
回
っ
て
城

中
に
引
き
上
げ
よ
う
と
し
た
と
き

に
、
た
ま
た
ま
出
く
わ
し
た
武
田

四
郎
勝
頼
が
一
騎
で
豊
後
守
に

仕
掛
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
勝
頼

は
初
陣
で
手
柄
を
立
て
よ
う
と

逸
っ
て
い
た
の
で
「
よ
き
敵
逃
が

さ
ん
」
と
挑
ん
で
き
た
。
二
人
は

馬
の
間
に
落
ち
、
重
な
り
合
っ
て

い
る
い
ち
に
、
藤
井
が
勝
頼
を
組

み
伏
せ
ま
さ
に
首
を
か
か
ん
と
し

た
時
に
、
心
配
し
て
勝
頼
を
追
っ

て
き
た
原
加
賀
守
胤
元
（
た
ね
も

と
）
が
駆
け
つ
け
て
、
藤
井
を
引

き
ず
り
倒
し
、
勝
頼
に
首
を
討
た

せ
た
』
と
の
こ
と
で
す
。
加
賀
守 

は
こ
の
後
に
勝
頼
を
戒
め
た
そ
う

で
す
。
「
お
よ
そ
先
駆
け
と
い
う

の
は
、
た
だ
一
人
で
高
名
手
柄
を

立
て
ん
と
見
方
を
離
れ
て
深
入

り
す
る
も
の
で
は
な
い
。
将
な
る

者
は
軍
勢
を
掌
握
し
て
進
退
良

く
し
、
時
に
応
じ
て
臨
機
の
処
置

を
と
る
も
の
で
あ
る
」
と
苦
言
を

呈
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
勝
頼
も

こ
の
時
ば
か
り
は
「
以
後
慎
む
」 

と
素
直
に
答
え
た
と
の
こ
と
で
す
。 

（
次
号
に
続
く
）

176

鼻
高
の
四
季 

＝ 

写
真
で
綴
る
鼻
高
の
宝 

㊺　

 

箕
輪
城
攻
防
戦
そ
の
４ 

＝ 

箕
輪
城
炎
上 

「
秀
麗
榛
名　

紫
に
」

箕
輪
城
小
話 

「
ト
リ
ビ
ア
１
」

箕
輪
城
小
話 

「
ト
リ
ビ
ア
２
」

 　　復元された箕輪城の門


